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【
画
像
５
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
35
丁
オ
（
部
分
）

【
画
像
６
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
37
丁
オ
（
部
分
）

【
画
像
７
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
41
丁
オ
（
部
分
）

【
画
像
２
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
６
丁
オ
（
部
分
）

【
画
像
３
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
８
丁
オ
（
部
分
）

【
画
像
４
】　
当
館
蔵
『
萬
葉
集
玉
の
小
琴
』
11
丁
オ
（
部
分
）
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奈良県立万葉文化館蔵　『続日本紀』解題　（中本）

『
続
日
本
紀
』
の
現
存
最
古
の
写
本
は
、鎌
倉
時
代
書
写
の
金
沢
文
庫
本
（
蓬

左
文
庫
蔵
）
で
あ
る
。
印
本
は
版
本
と
し
て
最
古
の
も
の
と
な
り
、
全
巻
揃
い

と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
印
本
の
書
写
・
校
異
の
経
緯
と
し
て
は
、
卜
部
家
相

伝
本
（
お
そ
ら
く
三
条
西
本
）
系
統
の
写
本
を
底
本
と
し
、
蓬
左
文
庫
系
統
の

写
本
で
対
校
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
１
）。

印
本
は
江
戸
時
代
に
版
本
と
し
て
流
通
し
て
い
る
た
め
、
当
館
の
他
に
、
宮

内
庁
書
陵
部
、国
立
国
会
図
書
館
、東
京
大
学
総
合
図
書
館
、内
閣
文
庫
な
ど
、

多
数
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
る
。
当
館
蔵
本
に
は
書
肆
情
報
が
記
さ
れ
な
い
が
、

宮
内
庁
書
陵
部
本
（
２
）

と
東
京
大
学
総
合
図
書
館
本
（
３
）

の
第
二
十
冊
の
裏
表
紙

見
返
し
に
「
京
師
三
條
通
升
屋
町

　
御
書
物
所

　
出
雲
寺
和
泉
掾
」、
内
閣
文

庫
本（
４
）に「

國
學
御
書
物
所

　
京
都
三
條
通
堺
町

　
出
雲
寺
松
栢
堂
」と
あ
り
、

当
館
蔵
本
も
同
様
の
可
能
性
が
あ
る
（
５
）。

た
だ
し
、
内
閣
文
庫
本
と
東
京
大

学
総
合
図
書
館
本
の
表
紙
は
、題
簽
を
付
す
点
が
当
館
蔵
本
と
異
な
る
。ま
た
、

題
簽
に
は
「
大
宝
元
年
正
月
盡
同
二
年
十
二
月
」
等
の
収
載
期
間
を
示
す
文
言

が
含
ま
れ
な
い
。宮
内
庁
書
陵
部
本
は
、「
續
日
本
紀

　
一
」の
題
簽
を
付
す
が
、

収
載
期
間
は
直
書
で
あ
る
。

以
下
、
当
館
蔵
本
の
書
き
入
れ
等
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

印
本
は
、
第
一
冊
巻
頭
に
『
続
日
本
紀
』
撰
進
の
上
表
文
（『
日
本
後
紀
』

延
暦
十
六
年（
七
九
七
）二
月
己
巳（
十
三
日
）条
）を
収
め
る
。『
続
日
本
紀
』

原
本
に
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
内
容
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
に
追
加
さ

れ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
印
本
の
本
文
と
異
な
り
返
り
点
を

【
書
誌
情
報
】

 

（
貴
重
書
番
号
：
ロ
61
）

﹇
体

　
裁
﹈
版
本
、
袋
綴
（
四
目
綴
）、
二
十
冊

﹇
表

　
紙
﹈
第
一
冊
：
直
書
「
續
日
本
紀

　
第
一

　
文
武
帝
起
丁
酉
年
八
月

盡
庚
子
年
十
二
月

　
第
二

　
起
大
宝
元
年
正
月
盡
同
二
年
十
二

月
」、
第
二
〜
二
十
冊
も
第
一
冊
の
書
式
に
准
じ
る
。

﹇
料

　
紙
﹈
楮
紙

﹇
行

　
数
﹈
本
文
八
行
、
十
六
字
詰

﹇
寸

　
法
﹈
縦
二
六
・
二
㎝
、
横
一
八
・
三
㎝

﹇
刊

　
年
﹈「
明
暦
丁
酉
秋
日
」（
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
））

﹇
書

　
肆
﹈
不
明

【
解
説
】

『
続
日
本
紀
』
は
六
国
史
の
第
二
で
、全
四
十
巻
か
ら
な
る
。
当
館
蔵
本
は
、

各
冊
に
二
巻
ず
つ
を
収
め
て
お
り
、
全
二
十
冊
と
な
る
。
第
二
十
冊
の
末
尾
に

「
明
暦
丁
酉
秋
日

　
立
野
春
莭
書
于
蓬
生
巷
」
と
あ
り
、
明
暦
丁
酉
の
年
に
京

都
の
有
職
家
で
あ
る
立
野
春
節
（
蓬
生
巷
林
鷦
）
が
校
合
し
た
こ
と
を
記
す
。

い
わ
ゆ
る
「
明
暦
三
年
印
本
」（
印
本
）
で
あ
る
。

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
蔵

『
続
日
本
紀
』
解
題

中
本
　
和
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冒
頭
部
で
も
「
第
四
十
二
」
の
部
分
に
朱
で
傍
線
を
付
し
て
お
り
、
関
心
が
あ

る
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
巻
第
四
の
冒
頭
部
は
「
元
明
天
皇

　
第
四
十
三
」

と
す
る
が
、「
第
四
十
三
」
に
書
き
入
れ
は
な
い
。
以
降
も
、
各
巻
冒
頭
の
天

皇
号
の
後
に
歴
代
の
在
位
数
を
記
さ
な
い
こ
と
が
増
え
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、

特
に
書
き
入
れ
は
見
え
な
い
。

フ
リ
ガ
ナ
に
つ
い
て
も
白
で
修
正
す
る
部
分
が
見
え
る
。「
天
渟
中
原
瀛
真

人
」
は
「
ア
マ
ノ
ヌ
ナ
カ
ハ
ラ
オ
キ
ノ
マ
ヒ
ト
ノ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、白
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
「
ア
マ
ノ
ヌ
ナ
ハ
ラ
オ
キ
ノ
マ
ヒ
ト
ノ
」
と
改
め
る
。

ま
た
、
同
箇
所
の
傍
注
に
「
天
武
也
」
と
記
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
白
で
塗
り

つ
ぶ
し
て
い
る
。
写
本
に
よ
っ
て
は
、「
天
武
也
」
が
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ

れ
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
天
命
開
別
天
皇
」
の
傍
注
の
「
天
智
也
」、「
平

城
宮
御
宇
日
本
根
子
天
津
御
代
豊
国
成
姫
天
皇
」
の
傍
注
の
「
元
明
也
」
を
塗

り
つ
ぶ
す
の
も
同
様
の
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
元
明
天
皇
の
和
風
諡
号
に
関
し
て

は
、「
ナ
ラ
ノ
ミ
ヤ
ノ
ア
メ
ノ
シ
タ
シ
ロ
シ
メ
シ
シ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
ア
マ
ツ
ミ
シ

ロ
ト
ヨ
ク
ニ
ナ
リ
ヒ
メ
ノ
」と
フ
リ
ガ
ナ
を
付
す
が
、「
ナ
ラ
ノ
ミ
ヤ
ノ
」を「
ナ

ラ
ノ
ミ
ヤ
」
に
修
正
し
て
い
る
。「
ナ
ラ
ノ
ミ
ヤ
ニ
」
と
の
読
み
も
あ
る
こ
と

か
ら
の
修
正
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、「
ニ
」は
補
わ
れ
て
い
な
い
。旧
蔵
者
に
は
、

読
み
に
か
な
り
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

旧
蔵
者
の
『
続
日
本
紀
』
読
解
に
関
わ
る
注
に
つ
い
て
、
文
武
元
年
八
月
癸

未
条
「
以
藤
原
朝
臣
宮
子
娘
為
夫
人
、
紀
朝
臣
竈
門
娘
・
石
川
朝
臣
刀
子
娘
為

妃
」
を
取
り
あ
げ
る
。
こ
こ
で
は
、
頭
注
に
「
考
職
員
令
後
宮
位
次
曰
妃
曰
夫

記
さ
な
い
。
本
文
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ

う
か
。
た
だ
し
、
当
館
蔵
本
は
、
上
記
の
上
表
文
に
朱
書
で
読
点
が
書
き
入
れ

ら
れ
て
い
る
。返
り
点
の
付
加
は
な
い
が
、概
ね
的
確
な
読
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
旧
蔵
者
の
漢
文
読
解
能
力
を
測
る
基
準
と
も
な
ろ
う
。

本
文
各
所
に
も
、
校
訂
と
注
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

本
文
一
頁
目
を
取
り
あ
げ
る
と
、
文
武
天
皇
即
位
前
紀
で
草
壁
皇
子
が
天
皇

号
を
追
贈
さ
れ
る
箇
所
の
年
に
つ
い
て
、「
宝
字
三
年
」
と
あ
る
も
の
を
「
三
」

を
朱
で
見
せ
消
ち
と
し
て
「
二
」
を
黒
で
傍
書
す
る
。
さ
ら
に
、
頭
注
に
「
廃

帝
紀
天
平
宝
字
二
年
八
月
庚
子
朔
戊
申
」と
朱
書
し
て
、校
訂
の
根
拠
を
示
す
。

同
頁
で
は
他
に
、「
天
皇
天
縦
寛
仁
温
不
形
色
」
に
つ
い
て
、「
温
」
を
「
慍
」

に
改
め
る
。
国
史
大
系
本
、
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
本
と
も
に
、
こ
の
部
分

に
校
訂
注
は
見
え
ず
、
印
本
作
成
段
階
で
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
、
意
味
か
ら
も

「
慍
」
が
適
当
で
あ
る
。
他
の
写
本
と
比
較
し
て
誤
り
と
判
断
し
た
の
か
、
意

味
か
ら
推
測
し
た
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。

ま
た
、
白
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
部
分
も
散
見
す
る
。「
天
之
真
宗
豊
祖
父

天
皇

　
文
武
天
皇

　
第
四
十
二
」
の
部
分
で
、「
第
四
十
二
」
が
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
て
い
る
。『
続
日
本
紀
』
で
は
文
武
天
皇
を
第
四
十
二
代
天
皇
と
位
置
づ
け

て
い
る
が
、
当
館
蔵
本
は
敢
え
て
修
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
巻
第
二
の
冒
頭

で
は
、「
文
武
天
皇
」
の
下
に
「
第
四
十
二
」
と
記
す
写
本
は
な
く
、
国
史
大

系
本
が
前
後
の
巻
に
拠
っ
て
「
第
四
十
二
」
を
補
う
。
当
館
蔵
本
は
、
巻
第
二

の
記
載
に
倣
っ
た
た
め
に
、
白
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
巻
第
三
の
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第
一
冊
表
紙

人
曰
嬪
此
書
妃
在
夫
人
下
既
失
次
序
且
和
銅
六
年
十
一
月
乙
丑
書
貶
石
川
紀
二

嬪
号
不
得
称
嬪
拠
此
妃
疑
嬪
字
訛
」
と
記
し
、
妃
・
夫
人
・
嬪
の
序
列
と
和
銅

六
年
十
一
月
乙
丑
条
の
記
載
か
ら
「
妃
」
が
「
嬪
」
の
誤
り
と
指
摘
す
る
。
首

肯
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。

巻
第
十
一
冒
頭
の
冒
頭
に
紙
が
挟
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
当
該
部
分
は
天
平
三

年
正
月
で
あ
る
。
は
さ
み
込
は
「
行
基
僧
正

　
泉
州
人
高
石マ

マ

氏
天
平
勝
宝
元
正

月
勅
賜
二

大
菩
薩
号
一

ヲ
同
二
月
二
日
於
菅
原
寺
寂
八
十
歳
事
ハ
続
日
本
記マ

マ

釈

書
」
と
記
す
。
天
平
勝
宝
元
年
二
月
丁
酉
（
二
日
）
条
を
基
に
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
行
基
の
亡
く
な
っ
た
場
所
は
他
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
当
該
部
分
に

は
行
基
の
活
動
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
平
三
年
は
行
基
へ
の
弾
圧
が
緩
め

ら
れ
る
年
で
あ
り
、
翌
年
に
は
狭
山
池
の
造
営
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に

関
係
し
た
は
さ
み
込
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
（
１
）
吉
岡
眞
之
・
石
上
英
一
「
書
誌
」（『
続
日
本
紀
』
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）。

（
２
）
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100234527/1269?ln=ja

（
３
）
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100369553/1?ln=ja

（
４
）
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。https://w

w
w

.digital.archives.go.jp/
fi le/1228606.htm

l

（
５
）
内
閣
文
庫
本
（
天
保
十
四
年
後
刷
版
）
に
は
江
戸
や
大
坂
の
発
行
元
が
見
え
る
。

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。https://w

w
w

.digital.archives.go.jp/
fi le/1228603.htm

l
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冒
頭
部
で
も
「
第
四
十
二
」
の
部
分
に
朱
で
傍
線
を
付
し
て
お
り
、
関
心
が
あ

る
こ
と
を
示
す
。
た
だ
し
、
巻
第
四
の
冒
頭
部
は
「
元
明
天
皇
　
第
四
十
三
」

と
す
る
が
、「
第
四
十
三
」
に
書
き
入
れ
は
な
い
。
以
降
も
、
各
巻
冒
頭
の
天

皇
号
の
後
に
歴
代
の
在
位
数
を
記
さ
な
い
こ
と
が
増
え
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、

特
に
書
き
入
れ
は
見
え
な
い
。

フ
リ
ガ
ナ
に
つ
い
て
も
白
で
修
正
す
る
部
分
が
見
え
る
。「
天
渟
中
原
瀛
真

人
」
は
「
ア
マ
ノ
ヌ
ナ
カ
ハ
ラ
オ
キ
ノ
マ
ヒ
ト
ノ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、白
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
「
ア
マ
ノ
ヌ
ナ
ハ
ラ
オ
キ
ノ
マ
ヒ
ト
ノ
」
と
改
め
る
。

ま
た
、
同
箇
所
の
傍
注
に
「
天
武
也
」
と
記
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
白
で
塗
り

つ
ぶ
し
て
い
る
。
写
本
に
よ
っ
て
は
、「
天
武
也
」
が
な
い
も
の
も
あ
り
、
そ

れ
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
天
命
開
別
天
皇
」
の
傍
注
の
「
天
智
也
」、「
平

城
宮
御
宇
日
本
根
子
天
津
御
代
豊
国
成
姫
天
皇
」
の
傍
注
の
「
元
明
也
」
を
塗

り
つ
ぶ
す
の
も
同
様
の
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
元
明
天
皇
の
和
風
諡
号
に
関
し
て

は
、「
ナ
ラ
ノ
ミ
ヤ
ノ
ア
メ
ノ
シ
タ
シ
ロ
シ
メ
シ
シ
ヤ
マ
ト
ネ
コ
ア
マ
ツ
ミ
シ

ロ
ト
ヨ
ク
ニ
ナ
リ
ヒ
メ
ノ
」と
フ
リ
ガ
ナ
を
付
す
が
、「
ナ
ラ
ノ
ミ
ヤ
ノ
」を「
ナ

ラ
ノ
ミ
ヤ
」
に
修
正
し
て
い
る
。「
ナ
ラ
ノ
ミ
ヤ
ニ
」
と
の
読
み
も
あ
る
こ
と

か
ら
の
修
正
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、「
ニ
」は
補
わ
れ
て
い
な
い
。旧
蔵
者
に
は
、

読
み
に
か
な
り
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

旧
蔵
者
の
『
続
日
本
紀
』
読
解
に
関
わ
る
注
に
つ
い
て
、
文
武
元
年
八
月
癸

未
条
「
以
藤
原
朝
臣
宮
子
娘
為
夫
人
、
紀
朝
臣
竈
門
娘
・
石
川
朝
臣
刀
子
娘
為

妃
」
を
取
り
あ
げ
る
。
こ
こ
で
は
、
頭
注
に
「
考
職
員
令
後
宮
位
次
曰
妃
曰
夫

記
さ
な
い
。
本
文
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ

う
か
。
た
だ
し
、
当
館
蔵
本
は
、
上
記
の
上
表
文
に
朱
書
で
読
点
が
書
き
入
れ

ら
れ
て
い
る
。返
り
点
の
付
加
は
な
い
が
、概
ね
的
確
な
読
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
旧
蔵
者
の
漢
文
読
解
能
力
を
測
る
基
準
と
も
な
ろ
う
。

本
文
各
所
に
も
、
校
訂
と
注
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

本
文
一
頁
目
を
取
り
あ
げ
る
と
、
文
武
天
皇
即
位
前
紀
で
草
壁
皇
子
が
天
皇

号
を
追
贈
さ
れ
る
箇
所
の
年
に
つ
い
て
、「
宝
字
三
年
」
と
あ
る
も
の
を
「
三
」

を
朱
で
見
せ
消
ち
と
し
て
「
二
」
を
黒
で
傍
書
す
る
。
さ
ら
に
、
頭
注
に
「
廃

帝
紀
天
平
宝
字
二
年
八
月
庚
子
朔
戊
申
」と
朱
書
し
て
、校
訂
の
根
拠
を
示
す
。

同
頁
で
は
他
に
、「
天
皇
天
縦
寛
仁
温
不
形
色
」
に
つ
い
て
、「
温
」
を
「
慍
」

に
改
め
る
。
国
史
大
系
本
、
岩
波
新
古
典
文
学
大
系
本
と
も
に
、
こ
の
部
分

に
校
訂
注
は
見
え
ず
、
印
本
作
成
段
階
で
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
、
意
味
か
ら
も

「
慍
」
が
適
当
で
あ
る
。
他
の
写
本
と
比
較
し
て
誤
り
と
判
断
し
た
の
か
、
意

味
か
ら
推
測
し
た
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。

ま
た
、
白
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
部
分
も
散
見
す
る
。「
天
之
真
宗
豊
祖
父

天
皇
　
文
武
天
皇
　
第
四
十
二
」
の
部
分
で
、「
第
四
十
二
」
が
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
て
い
る
。『
続
日
本
紀
』
で
は
文
武
天
皇
を
第
四
十
二
代
天
皇
と
位
置
づ
け

て
い
る
が
、
当
館
蔵
本
は
敢
え
て
修
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
巻
第
二
の
冒
頭

で
は
、「
文
武
天
皇
」
の
下
に
「
第
四
十
二
」
と
記
す
写
本
は
な
く
、
国
史
大

系
本
が
前
後
の
巻
に
拠
っ
て
「
第
四
十
二
」
を
補
う
。
当
館
蔵
本
は
、
巻
第
二

の
記
載
に
倣
っ
た
た
め
に
、
白
で
塗
り
つ
ぶ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
巻
第
三
の
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奈良県立万葉文化館蔵　『続日本紀』解題　（中本）

第
一
冊
表
紙

人
曰
嬪
此
書
妃
在
夫
人
下
既
失
次
序
且
和
銅
六
年
十
一
月
乙
丑
書
貶
石
川
紀
二

嬪
号
不
得
称
嬪
拠
此
妃
疑
嬪
字
訛
」
と
記
し
、
妃
・
夫
人
・
嬪
の
序
列
と
和
銅

六
年
十
一
月
乙
丑
条
の
記
載
か
ら
「
妃
」
が
「
嬪
」
の
誤
り
と
指
摘
す
る
。
首

肯
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。

巻
第
十
一
冒
頭
の
冒
頭
に
紙
が
挟
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
当
該
部
分
は
天
平
三

年
正
月
で
あ
る
。
は
さ
み
込
は
「
行
基
僧
正

　
泉
州
人
高
石マ

マ

氏
天
平
勝
宝
元
正

月
勅
賜
二

大
菩
薩
号
一

ヲ
同
二
月
二
日
於
菅
原
寺
寂
八
十
歳
事
ハ
続
日
本
記マ

マ

釈

書
」
と
記
す
。
天
平
勝
宝
元
年
二
月
丁
酉
（
二
日
）
条
を
基
に
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
行
基
の
亡
く
な
っ
た
場
所
は
他
書
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
当
該
部
分
に

は
行
基
の
活
動
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
平
三
年
は
行
基
へ
の
弾
圧
が
緩
め

ら
れ
る
年
で
あ
り
、
翌
年
に
は
狭
山
池
の
造
営
な
ど
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
に

関
係
し
た
は
さ
み
込
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
（
１
）
吉
岡
眞
之
・
石
上
英
一
「
書
誌
」（『
続
日
本
紀
』
一
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）。

（
２
）
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100234527/1269?ln=ja

（
３
）
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100369553/1?ln=ja

（
４
）
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。https://w

w
w

.digital.archives.go.jp/
fi le/1228606.htm

l

（
５
）
内
閣
文
庫
本
（
天
保
十
四
年
後
刷
版
）
に
は
江
戸
や
大
坂
の
発
行
元
が
見
え
る
。

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
。https://w

w
w

.digital.archives.go.jp/
fi le/1228603.htm

l
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第
五
冊
巻
第
十
一
冒
頭
は
さ
み
込

第
一
冊
巻
第
一
文
武
元
年
八
月
癸
未
条

第
一
冊
巻
第
一
文
武
天
皇
即
位
前
紀

第
一
冊
巻
頭
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第14回万葉文化館委託共同研究　「古代における地方文化の創成―大和の東西―」趣旨と概要（東城）

本
研
究
は
、
文
学
・
考
古
学
・
歴
史
学
を
総
動
員
し
て
、
古
代
地
方
文
化
の

創
成
と
展
開
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
描
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、
畿
内
中
心
史
観
を

脱
却
し
、
新
し
い
古
代
学
を
作
り
出
す
原
動
力
を
創
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
研
究
が
細
分
化
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
大
き
な
視
点
か
ら
の
文
化
研
究

が
滞
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
一
つ
の
文
化
現
象
を
解
明
す
る
た
め
に

は
、
文
学
・
考
古
学
・
歴
史
学
等
の
研
究
成
果
を
総
動
員
し
て
、
文
化
形
成
の

動
態
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
研
究
は
、
一

つ
の
研
究
方
法
・
分
野
に
固
執
す
る
の
で
は
な
く
、
各
分
野
で
の
蓄
積
を
総
動

員
し
た
調
査
・
討
議
・
研
究
発
表
を
重
ね
る
共
同
研
究
に
よ
り
、
古
代
地
方
文

化
の
実
態
と
あ
り
よ
う
を
生
き
生
き
と
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

人
文
科
学
に
お
け
る
共
同
研
究
は
、桑
原
武
夫
「
人
文
科
学
に
お
け
る
共
同

研
究
」が
そ
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
が
（
１
）、そ

れ
を
ふ
ま
え
、梅
棹
忠
夫
は
、共
同
研

究
を
「
専
門
を
異
に
す
る
複
数
の
研
究
者
が
意
見
を
た
た
か
わ
す
こ
と
に
よ
っ

て
、ひ
と
り
ひ
と
り
の
密
室
に
お
け
る
研
究
成
果
を
飛
躍
的
に
う
わ
ま
わ
る
ほ

ど
の
学
問
的
生
産
を
あ
げ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
」と
ま
と
め
る
（
２
）。

第
一
四
回
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
委
託
共
同
研
究

「
古
代
に
お
け
る
地
方
文
化
の
創
成
―
大
和
の
東
西
―
」

趣
旨
と
概
要

共
同
研
究
代
表
者
　
東
城
敏
毅

『
万
葉
集
』研
究
は
、こ
の
よ
う
な
共
同
研
究
の
戦
略
を
、今
ま
さ
に
再
検
討
す

る
時
期
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
、本
共
同
研
究
の
出
発
点
は
こ
こ
に
あ
る
。

本
共
同
研
究
は
、「
古
代
に
お
け
る
地
方
文
化
の
創
成
―
大
和
の
東
西
―
」

と
い
う
研
究
題
目
の
も
と
、以
下
の
五
点
の
研
究
主
題（
各
研
究
者
の
主
担
当
）

を
中
心
に
、
新
し
い
古
代
学
を
作
り
出
す
総
合
的
研
究
と
し
て
推
進
し
た
。
若

狭
徹
は
考
古
学
、
田
中
史
生
は
歴
史
学
、
清
岡
央
は
遺
跡
・
文
化
財
を
長
年
取

材
し
て
き
た
新
聞
記
者
、
松
田
聡
と
東
城
敏
毅
は
文
学
、
こ
れ
ら
専
門
を
異
に

す
る
研
究
者
で
意
見
を
た
た
か
わ
せ
る
手
法
で
あ
る
。

Ⅰ
　

古
墳
時
代
東
国
の
歴
史
的
特
性
―
万
葉
集
東
歌
を
絡
め
て
―

 

（
主
担
当
：
若
狭
）

Ⅱ
　「

東
歌
」
に
お
け
る
「
駒
」
の
文
学
表
現
の
分
析 

―
「
沓
履
け
わ
が
背
」
か
ら
見
る
東
国
― 

（
主
担
当
：
東
城
）

Ⅲ
　

遣
唐
使
・
遣
新
羅
使
の
旅
と
祈
り
と
対
外
認
識

―
『
万
葉
集
』
を
手
が
か
り
に
― 

（
主
担
当
：
田
中
）

Ⅳ
　「

鄙
」
の
創
成 

― 

律
令
官
人
に
よ
る
風
土
の
〈
発
見
〉
―

 

（
主
担
当
：
松
田
）

Ⅴ
　

近
代
に
お
け
る
文
化
財
報
道
と
地
域
意
識
の
形
成

― 

明
治
の
新
聞
は
古
代
を
ど
う
伝
え
た
か 

― 

（
主
担
当
：
清
岡
）
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